
令和７年１２月４日

記者発表資料

○第５回能登半島絶景海道の創造的復興に向けた検討会

■ 日 時 ：

■ 場 所 ：

■ 議 題 ：

○特別講演会

■ 日 時 ： 令和７年１２月８日（月） １５時４５分～１７時００分

■ 場 所 ： 同上

■ 講演会テーマ ： 能登半島絶景海道の創造的復興に向けた持続可能な地域観光づくり

■ 講 師 ： NPO法人日本風景街道コミュニティ代表理事 筑波大学 名誉教授 石田 東生氏

【報道関係のみなさまへ】
報道機関の方は当日聴講・取材可能です。
七尾市役所駐車場のご利用をお願いいたします。
なお、座席には限りがありますので、当日現地での聴講・取材を申し込まれる場合は、
１２月５日（金）１２時までに別紙にて予め登録をお願いします。
過去の資料・議事概要については、能登復興事務所ＨＰに掲載しています。

（https://www.hrr.mlit.go.jp/notofukkou/zekkeikaidou.html）

国土交通省 北陸地方整備局 能登復興事務所 計画課長 田中 義太郎

住所 七尾市神明町ロ１２番２ NTT七尾ビル３階 電話番号 0767-58-3327（直通）

【問い合わせ先】

InstagramX YouTube

復旧・復興の今を発信 若手職員による現場紹介 現場から見える奥能登の魅力

能登復興事務所の各種情報はこちらから！

たなか よしたろう

第５回 能登半島絶景海道の創造的復興に
向けた検討会を開催します

能登の里山里海や観光地が点在する能登半島沿岸部を通る国道２４９号や県道な
どの能登半島絶景海道について、周遊観光の促進・「道の駅」の集客強化・サイクル
ツーリズムの活性化・魅力ある風景街道の創出など、４つの施策を具体化し、創造的
復興を目指すことを目的に、「第5回能登半島絶景海道の創造的復興に向けた検討
会」を開催します。

いしだ はるお

配布：石川県政記者クラブ
扱い：配布後解禁

しんめいちょう

令和７年１２月８日（月） １４時３０分～１５時３０分

七尾市役所本庁舎 ２０１会議室（２階） 七尾市袖ケ江町イ部２５番地

①新たな取り組みの状況
②基本方針の決定
③今後の予定

ななお そでがえちょう



第５回 能登半島絶景海道の創造的復興に向けた検討会 委員名簿  

 氏名 所属 

委員長 藤生 慎 金沢大学 教授 

有識者委員 片桐 由希子 金沢工業大学 准教授 

山中 英生 徳島大学 研究部長 

刀祢 秀一 奥能登岬みちづくり協議会 会長 

臼井 純子 北陸風景街道交流会議 アドバイザー 

竹内 政則 石川県観光連盟副理事長 

行政委員 小寺 基 石川県 土木部 道路建設課 課長 

松尾 和弘 石川県 土木部 道路整備課 課長 

土橋 順一 石川県 文化観光スポーツ部 観光戦略課 課長 

鷹合 豊勝 七尾市 建設部 土木課 課長 

登岸 浩 輪島市 建設部 土木課 課長 

大宮 準司 珠洲市 環境建設課 課長 

前田 剛克 羽咋市 産業建設部 部長 兼 地域整備課 課長 

前田 稔 志賀町 まち整備課 課長 

金谷 康宏 穴水町 地域整備課 課長 

内糸 英和 能登町 建設水道課 課長 

北出 一雅 国土交通省 北陸地方整備局 道路部 地域道路調整官 

敬称略・順不同 

アドバイザー  

 氏名 所属 備考 

 石田 東生 NPO 法人日本風景街道コミュニティ 代表理事  

 

事務局  

石川県 土木部 道路建設課 

石川県 土木部 道路整備課 

石川県 奥能登土木総合事務所 

石川県 中能登土木総合事務所 

国土交通省 北陸地方整備局 能登復興事務所 

国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 



わ    じま

人を呼び込む絶景海道の復興へ
○国道２４９号や県道などの能登半島沿岸部を通る道路について、周遊観光の促進・「道の駅」の集客強化・サイクルツーリズムの活性

化・魅力ある風景街道の創出などにより、人を呼び込む絶景海道を目指します。

○有識者や国・県・市町からなる「能登半島絶景海道の創造的復興に向けた検討会」を２月３日に設置し、復興に向けた議論をスタート。

九十九湾（能登町）

禄剛埼灯台（珠洲市）
曽々木海岸（輪島市）

白米千枚田（輪島市）

ヤセの断崖（志賀町）

和倉温泉（七尾市）

 ：能登半島絶景海道想定エリア

 ：奥能登絶景海道ルート

 ：「道の駅」

 ：行政界

能登を自転車でライド！

「能登の里山里海を自転車で走るのは楽し

い！」能登の魅力を体感できることを国内のみ

ならず海外へ発信し、サイクルツーリズムを盛

り上げます。 「ツール・ド・のと」の盛大な開催

能登の魅力を「ぐるっと周遊」

能登の絶景、豊かな自然の恵み、守り伝えられ

てきた祭礼・伝統技術など、魅力たっぷりな能

登。インバウンドを見据えた多言語対応を進め

るなど、周遊観光の促進を目指します。 輪島朝市の賑わいの復活

人が集まる「道の駅」へ

いまや旅の目的地から地域づくりの拠点へと

進化する「道の駅」。観光拠点としての環境整

備や地域の特産品の販売など、人の集う賑わ

いの場をつくります。 地域の個性を活かした環境整備

奥能登絶景海道の企画

風景街道が“おもてなし”

奥能登の旅から人と風景をつなぐ風景街道。

魅力あるいしかわの風景や震災遺構を活用し

た観光イベントの実施や美化活動など地域住

民が参加するみちづくりを進めます。妙成寺（羽咋市） 能登半島絶景海道想定エリア図

ボラ待ちやぐら（穴水町）



能登半島絶景海道の創造的復興に向けた検討会

「能登半島絶景海道の創造的復興に向けた
持続可能な地域観光づくり」

特別講演会

1951年 大阪府生まれ
1974年 東京大学土木工学科 卒業
1989年 筑波大学社会工学系助教授
1996年 筑波大学社会工学系教授 などを経て現職に至る。
社会活動として、国土交通省社会資本整備審議会道路分科会長、
国土審議会北海道開発分科会長・豪雪地帯対策分科会長、内閣
府第３次ＳＩＰ「スマートモビリティプラットフォームの構
築」ＰＤ などを務める

NPO法人日本風景街道コミュニティ
代表理事
筑波大学名誉教授石田東生

いしだ はるお

講 師

日 時

会 場

２０２５年１２月８日（月）
１５：４５～１７：００

七尾市役所 ２０１会議室

【主催】能登半島絶景海道の創造的復興に向けた検討会事務局

能登半島絶景海道とは・・・

里山里海や観光地、メモリアルパーツ(震災遺構)が点在する半島沿
岸部において、周遊道路を「能登半島絶景海道」として整備し、道
路の強靱化と回遊性を向上させ、ルート全体の情報発信等を行うこ
とにより、観光資源をつなぐ、能登全域への誘客に努めます。 ロゴマーク



 

別紙 

 

取材登録書 

 

第５回 能登半島絶景海道の創造的復興に向けた検討会 

 

日時： 令和７年１２月８日（月） １４時３０分～  

 

場所： 七尾市役所本庁舎 ２０１会議室（２階） 

 

七尾市袖ケ江町イ部２５番地   

 

取材を希望される場合は、事前に本取材登録書を送付願います。 

 

1. 取材者 

 

報道機関名  

氏    名  

連 絡 先  

 

2. 送付先 

 

国土交通省 北陸地方整備局 能登復興事務所 計画課 宛 

Mail : notofukkou@hrr.mlit.go.jp 

FAX : 0767-58-3102 

 

3. 問い合わせ先 

 

国土交通省 北陸地方整備局 能登復興事務所  

計画課長 田中
た な か

 義
よ し

太郎
た ろ う

   

TEL : 0767-58-3327（直通） 

 

ななお  そでがえちょう 


